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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　2020年11月26日に提出いたしました第70期（自　2019年９月１日　至　2020年８月31日）有価証券報告書の記載事項

の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであり

ます。

　なお、今回の訂正による損益への影響はありません。

 

２【訂正事項】
第一部企業情報

第５　経理の状況

１　連結財務諸表等

(1）連結財務諸表

注記事項

（連結損益計算書関係）

（リース取引関係）

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第５【経理の状況】

１【連結財務諸表等】

（１）【連結財務諸表】

【注記事項】

（連結損益計算書関係）

　　（訂正前）

※１．期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に含ま

れております。

　前連結会計年度
（自　2018年９月１日

　　至　2019年８月31日）

　当連結会計年度
（自　2019年９月１日

　　至　2020年８月31日）

－千円 132,385千円

（省略）

 

　　（訂正後）

※１．期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に含ま

れております。

　前連結会計年度
（自　2018年９月１日

　　至　2019年８月31日）

　当連結会計年度
（自　2019年９月１日

　　至　2020年８月31日）

－千円 △3,210,921千円

（省略）

 

（リース取引関係）

　　（訂正前）

（借主側）

　ファイナンス・リース取引

（省略）

 

　　（訂正後）

（借主側）

１．ファイナンス・リース取引

（省略）

２．オペレーティング・リース取引

オペレーティング・リース取引のうち解約不能のものに係る未経過リース料

 （単位：千円）
 

 
前連結会計年度

（2019年８月31日）
当連結会計年度

（2020年８月31日）

１年内 46,197 36,706

１年超 62,760 16,176

合計 108,957 52,882
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